
(57)【要約】

【課題】アレイ基板とカラーフィルタ基板の電気的接続

部における耐腐食性能を向上させ、かつ低抵抗で安定し

た接続を確保する。

【解決手段】シール樹脂層１５を介して貼り合わされた

アレイ基板１及びカラーフィルタ基板１１と、両基板の

間隙に充填された液晶２１とを備える。アレイ基板は、

画素電極７と、トランジスタ５と、一方の終端に共通電

極パッド１０が形成された共通電極９を有する。カラー

フィルタ基板は、カラーフィルタ層１２と、カラーフィ

ルタ層上に形成された対向電極１３と、共通電極パッド

と対向させて対向電極の終端部に形成された対向電極パ

ッド１４を有する。共通電極パッドと対向電極パッドと

が対向する接続部は、シール樹脂層内に位置し、かつシ

ール樹脂層には導電性微粒子１６が分散され、導電性微

粒子を介して共通電極パッドと対向電極パッドが電気的

に接続されている。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ア レ イ 基 板 と 、 前 記 ア レ イ 基 板 と シ ー ル 樹 脂 層 を 介 し て 所 定 の 間 隙 を 設 け て 貼 り 合 わ さ れ
た カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 と 、 前 記 両 基 板 の 間 隙 に 充 填 さ れ た 液 晶 と を 備 え 、
前 記 ア レ イ 基 板 に は 、 複 数 の 画 素 電 極 と 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 、 ソ ー ス 配 線 電 極 と 、 ゲ ー
ト 配 線 電 極 と 、 一 方 の 終 端 に 共 通 電 極 パ ッ ド が 形 成 さ れ た 共 通 電 極 と が 設 け ら れ 、 前 記 カ
ラ ー フ ィ ル タ 基 板 に は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 と 、 少 な く と も 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 上 に 形 成
さ れ た 対 向 電 極 と 、 前 記 共 通 電 極 パ ッ ド と 対 向 さ せ て 前 記 対 向 電 極 の 終 端 部 に 形 成 さ れ た
対 向 電 極 パ ッ ド と が 設 け ら れ た 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
前 記 共 通 電 極 パ ッ ド と 前 記 対 向 電 極 パ ッ ド と が 対 向 す る 接 続 部 は 、 前 記 ア レ イ 基 板 と 前 記
カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 間 に 形 成 さ れ た 前 記 シ ー ル 樹 脂 層 内 に 位 置 し 、 か つ 前 記 シ ー ル 樹 脂
層 に は 導 電 性 微 粒 子 が 分 散 さ れ 、 前 記 導 電 性 微 粒 子 を 介 し て 前 記 共 通 電 極 パ ッ ド と 前 記 対
向 電 極 パ ッ ド が 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 共 通 電 極 パ ッ ド 及 び 前 記 対 向 電 極 パ ッ ド の 幅 は 、 前 記 シ ー ル 樹 脂 層 の 幅 よ り も 小 さ い
請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 導 電 性 微 粒 子 は 、 選 択 的 に 、 前 記 共 通 電 極 パ ッ ド と 前 記 対 向 電 極 パ ッ ド が 対 向 す る 領
域 の 前 記 シ ー ル 樹 脂 層 内 に 分 散 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 シ ー ル 樹 脂 層 を 介 し て 貼 り 合 わ さ れ た ア レ イ 基 板 と カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 間 に
液 晶 が 充 填 さ れ た 、 カ ラ ー Ｔ Ｆ Ｔ （ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ） 型 の 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
液 晶 デ ィ ス プ レ イ （ 以 下 Ｌ Ｃ Ｄ と 称 す ） は 、 薄 型 、 軽 量 、 低 消 費 電 力 な ど の 優 れ た 特 徴 を
有 し 、 携 帯 電 話 、 携 帯 情 報 端 末 用 の デ ィ ス プ レ イ に 広 く 用 い ら れ て い る 。 特 に 近 年 、 携 帯
電 話 用 Ｌ Ｃ Ｄ の 高 精 細 化 、 高 画 質 化 要 望 に 伴 い 、 カ ラ ー Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ の 搭 載 が 増 大 し て
い る 。 従 来 カ ラ ー Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ は 、 屋 内 で 使 用 す る ノ ー ト Ｐ Ｃ や モ ニ タ ー に 使 用 さ れ て
い た が 、 携 帯 電 話 な ど の モ バ イ ル 機 器 で は 、 温 度 、 湿 度 が さ ま ざ ま に 変 化 す る 環 境 下 で 使
用 さ れ る た め に 、 カ ラ ー Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ に も 従 来 以 上 に 高 い 耐 環 境 特 性 が 要 求 さ れ て い る
。 例 え ば 、 従 来 の Ｐ Ｃ 用 カ ラ ー Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ で は 、 使 用 温 度 環 境 が ０ ℃ ～ ４ ０ ℃ で あ っ
た が 、 モ バ イ ル 機 器 用 で は － ２ ０ ℃ ～ ６ ０ ℃ と な り 、 従 来 に 比 べ る と 高 い 耐 久 性 が 要 望 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 の カ ラ ー Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ の 断 面 構 造 の 一 例 を 図 ３ に 示 す 。 ア レ イ 基 板 １ と カ ラ ー フ ィ
ル タ 基 板 １ １ が 、 所 定 の 間 隙 を 形 成 し て シ ー ル 樹 脂 １ ５ に よ り 貼 り 合 わ さ れ 、 そ の 間 隙 に
液 晶 ２ １ が 充 填 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ア レ イ 基 板 １ 上 に は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ５ が 形 成 さ れ 、 そ の 上 に は 、 層 間 絶 縁 膜 ６ を 介 し
て 画 素 電 極 ７ が 形 成 さ れ 、 ト ラ ン ジ ス タ ５ の ド レ イ ン 電 極 ８ と 接 続 さ れ て い る 。 ア レ イ 基
板 １ の 端 部 に は 共 通 電 極 ９ が 形 成 さ れ 、 共 通 電 極 ９ の 端 部 に は 共 通 電 極 パ ッ ド １ ０ が 設 け
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 １ １ 上 に は カ ラ ー フ ィ ル タ 層 １ ２ が 形 成 さ れ 、 そ の 上 に 対 向 電 極 １ ３
が 形 成 さ れ て い る 。 対 向 電 極 １ ３ の 端 部 に は 、 共 通 電 極 パ ッ ド １ ０ と 対 向 す る 位 置 に 対 向
電 極 パ ッ ド １ ４ が 設 け ら れ て い る 。 共 通 電 極 パ ッ ド １ ０ と 対 向 電 極 パ ッ ド １ ４ と は 、 カ ー
ボ ン ペ ー ス ト な ど の 導 電 材 ２ ２ を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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従 来 の カ ラ ー Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ で は 、 一 般 的 に 、 ア レ イ 基 板 １ 上 の 配 線 材 料 と し て は ア ル ミ
ニ ュ ウ ム 、 チ タ ン 、 モ リ ブ デ ン な ど 、 ま た 画 素 電 極 ７ 材 料 と し て は 、 透 過 型 で は Ｉ Ｔ Ｏ 、
反 射 型 、 半 透 過 型 で は 、 画 素 全 面 あ る い は 部 分 的 に ア ル ミ ニ ュ ウ ム が 主 と し て 用 い ら れ て
い る 。 ま た カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 １ １ で は 、 対 向 電 極 材 料 １ ３ と し て Ｉ Ｔ Ｏ が 用 い ら れ る 。
一 般 的 に は 、 駆 動 用 の Ｌ Ｓ Ｉ は ア レ イ 基 板 １ 側 に 搭 載 さ れ る の で 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 １
１ 側 の 対 向 電 極 １ ３ と Ｌ Ｓ Ｉ を 電 気 的 に 接 続 す る た め の 構 造 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
そ の た め 、 ア レ イ 基 板 １ 上 に 、 接 続 用 の 配 線 （ 共 通 電 極 ９ ） と そ の 先 端 部 の 電 極 パ ッ ド （
共 通 電 極 パ ッ ド １ ０ ） を 設 け る 。 ま た カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 １ １ で は 、 対 向 電 極 １ ３ の 端 部
に 対 向 電 極 パ ッ ド １ ４ を 設 け る 。 こ の 共 通 電 極 パ ッ ド １ ０ と 対 向 電 極 パ ッ ド １ ４ と を 、 上
記 の と お り 、 導 電 材 ２ ２ に よ り 電 気 的 に 接 続 し て い る 。 通 常 、 共 通 電 極 パ ッ ド １ ０ は 、 カ
ー ボ ン ペ ー ス ト 等 の 導 電 物 材 ２ ２ が 液 晶 ２ １ 中 に 拡 散 す る の を 防 止 す る た め に 、 シ ー ル 樹
脂 １ ５ の 外 側 に 配 置 さ れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 昭 ６ ３ － ２ ８ ７ ８ ２ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 共 通 電 極 パ ッ ド １ ０ と 対 向 電 極 パ ッ ド １ ４ と の 接 続 部 （ 以 下 こ の 部 分 を ト ラ ン ス
フ ァ ー 部 と 呼 ぶ ） は 、 シ ー ル 樹 脂 １ ５ 外 に 配 置 さ れ て い る こ と に よ り 、 環 境 中 に 暴 露 さ れ
る こ と に な る 。 そ の た め 、 例 え ば ６ ０ ℃ ／ ９ ０ ％ 湿 度 下 で の 動 作 試 験 で は 、 雰 囲 気 中 の 水
分 と イ オ ン （ 不 純 物 ） と 電 界 に よ り 、 ト ラ ン ス フ ァ ー 部 の 電 極 が 腐 食 す る と い う 現 象 が 発
生 し た 。 特 に ト ラ ン ス フ ァ ー 部 を ア ル ミ ニ ュ ウ ム と Ｉ Ｔ Ｏ の 異 種 金 属 で 構 成 し た 場 合 に 、
非 常 に こ の 現 象 が 発 生 し や す く 、 ア ル ミ ニ ュ ウ ム が 溶 け た り 、 Ｉ Ｔ Ｏ が 還 元 さ れ て 、 表 示
異 常 な ど の 問 題 を 引 き 起 こ し て い た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 は 、 ト ラ ン ス フ ァ ー 部 の 耐 腐 食 性 能 を 向 上 さ せ 、 か つ 電 気 的 接 続 の た め の 導 電 材 が
液 晶 中 に 溶 出 す る こ と を 抑 制 し て 、 低 抵 抗 で 安 定 し た 接 続 を 確 保 す る こ と が 可 能 な 液 晶 表
示 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 ア レ イ 基 板 と 、 前 記 ア レ イ 基 板 と シ ー ル 樹 脂 層 を 介 し て 所 定 の
間 隙 を 設 け て 貼 り 合 わ さ れ た カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 と 、 前 記 両 基 板 の 間 隙 に 充 填 さ れ た 液 晶
と を 備 え 、 前 記 ア レ イ 基 板 に は 、 複 数 の 画 素 電 極 と 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 、 ソ ー ス 配 線 電
極 と 、 ゲ ー ト 配 線 電 極 と 、 一 方 の 終 端 に 共 通 電 極 パ ッ ド が 形 成 さ れ た 共 通 電 極 と が 設 け ら
れ 、 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 に は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 と 、 少 な く と も 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ
層 上 に 形 成 さ れ た 対 向 電 極 と 、 前 記 共 通 電 極 パ ッ ド と 対 向 さ せ て 前 記 対 向 電 極 の 終 端 部 に
形 成 さ れ た 対 向 電 極 パ ッ ド と が 設 け ら て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 前 記 共 通 電 極 パ ッ ド と 前 記 対 向 電 極 パ ッ ド と が 対 向 す る 接 続
部 は 、 前 記 ア レ イ 基 板 と 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 間 に 形 成 さ れ た 前 記 シ ー ル 樹 脂 層 内 に
位 置 し 、 か つ 前 記 シ ー ル 樹 脂 層 に は 導 電 性 微 粒 子 が 分 散 さ れ 、 前 記 導 電 性 微 粒 子 を 介 し て
前 記 共 通 電 極 パ ッ ド と 前 記 対 向 電 極 パ ッ ド が 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 構 成 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 に よ れ ば 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 に 記 載 の 構 成 に よ っ て 、
共 通 電 極 パ ッ ド と 対 向 電 極 パ ッ ド が シ ー ル 樹 脂 層 内 に 設 け ら れ 、 か つ 電 気 的 な 接 続 は シ ー
ル 樹 脂 層 内 に 分 散 さ せ た 導 電 性 微 粒 子 を 介 し て 行 わ れ る 。 従 っ て 、 共 通 電 極 パ ッ ド と 対 向
電 極 パ ッ ド が 外 部 環 境 に 暴 露 さ れ る こ と が な く 、 双 方 の 電 極 パ ッ ド が 直 接 水 分 に さ ら さ れ
る こ と が 回 避 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 水 分 と イ オ ン の 浸 入 が 防 止 さ れ る の で 、 双 方 の 電 極 パ
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ッ ド 部 の 耐 腐 食 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 シ ー ル 樹 脂 層 内 に 分 散 さ せ た 導 電
性 微 粒 子 を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ る の で 、 導 電 性 微 粒 子 が 液 晶 中 に 溶 出 す る こ と が な く
、 か つ 低 抵 抗 で 安 定 し た 接 続 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
好 ま し く は 、 前 記 共 通 電 極 パ ッ ド 及 び 前 記 対 向 電 極 パ ッ ド の 幅 は 、 前 記 シ ー ル 樹 脂 層 の 幅
よ り も 小 さ い 。 そ れ に よ れ ば 、 上 記 両 方 の 電 極 パ ッ ド が シ ー ル 樹 脂 よ り も 外 側 に 露 出 し な
い た め 、 直 接 水 分 に 暴 露 さ れ る こ と が な く な り 、 耐 腐 食 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 好 ま し く は 、 前 記 導 電 性 微 粒 子 は 、 選 択 的 に 、 前 記 共 通 電 極 パ ッ ド と 前 記 対 向 電 極 パ
ッ ド が 対 向 す る 領 域 の 前 記 シ ー ル 樹 脂 層 内 に 分 散 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
以 下 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 具 体 的 な 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ 実 施 の 形 態 ）
図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 平 面 図 、 図 ２ は 、 図 １
お け る Ａ － Ａ 部 分 の 断 面 図 で あ る 。 但 し 、 Ａ － Ａ 断 面 の 構 造 を 判 り 易 く 示 す た め に 、 図 １
と の 寸 法 的 な 整 合 を 外 し て 概 念 的 に 図 示 さ れ て い る 。 図 ３ の 従 来 例 と 同 一 の 要 素 に つ い て
は 、 同 一 の 参 照 番 号 を 付 し て 説 明 す る 。 こ の 液 晶 表 示 装 置 は 、 共 通 電 極 パ ッ ド １ ０ と 対 向
電 極 パ ッ ド １ ４ が 対 向 す る ト ラ ン ス フ ァ ー 部 の 構 造 が 従 来 例 と 相 違 す る が 、 こ れ に つ い て
は 後 述 す る 。 ま ず 、 こ の 液 晶 表 示 装 置 の 全 体 の 構 造 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
１ は 無 ア ル カ リ ガ ラ ス か ら な る ア レ イ 基 板 、 １ １ は 無 ア ル カ リ ガ ラ ス か ら な る カ ラ ー フ ィ
ル タ 基 板 で あ り 、 所 定 の 間 隙 を 形 成 し て 互 い に 対 向 す る よ う に 、 熱 硬 化 型 樹 脂 か ら な る シ
ー ル 樹 脂 １ ５ に よ り 貼 り 合 わ さ れ 、 そ の 間 隙 に 液 晶 ２ １ が 充 填 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ア レ イ 基 板 １ 上 に 、 ア ル ミ ニ ュ ウ ム と チ タ ン か ら な る ゲ ー ト 電 極 ２ と ソ ー ス 電 極 が 、 窒 化
シ リ コ ン か ら な る 層 間 絶 縁 膜 ４ を 介 し て マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 さ れ て い る 。 ゲ ー ト 電 極 ２
と ソ ー ス 電 極 ３ と の 各 交 点 に は 、 ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン 層 を 有 す る ト ラ ン ジ ス タ ５ が 形 成
さ れ て い る 。 各 ト ラ ン ジ ス タ ５ 上 に は 、 層 間 絶 縁 膜 ６ を 介 し て Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 画 素 電 極 ７
が 形 成 さ れ 、 ト ラ ン ジ ス タ ５ の ド レ イ ン 電 極 ８ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 ア レ イ 基 板 １
の 端 部 に は 、 ア ル ミ ニ ュ ウ ム と チ タ ン か ら な る 共 通 電 極 ９ が 形 成 さ れ 、 共 通 電 極 ９ の 端 部
に は 共 通 電 極 パ ッ ド １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 各 々 の ゲ ー ト 電 極 １ 及 び ソ ー ス 電 極 ３ は 、 ゲ
ー ト 側 Ｌ Ｓ Ｉ １ ９ と ソ ー ス 側 Ｌ Ｓ Ｉ ２ ０ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
対 向 側 の カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 １ １ 上 に は 、 Ｒ Ｇ Ｂ の 各 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 １ ２ が 設 け ら れ 、
そ の 上 に は Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 対 向 電 極 １ ３ が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。
対 向 電 極 １ ３ の 端 部 の 共 通 電 極 パ ッ ド １ ０ と 対 向 す る 位 置 に は 、 対 向 電 極 パ ッ ド １ ４ が 設
け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
共 通 電 極 パ ッ ド １ ０ と 対 向 電 極 パ ッ ド １ ４ が 対 向 す る 位 置 に は 、 シ ー ル 樹 脂 １ ５ 中 に 、 樹
脂 ボ ー ル に 金 メ ッ キ を 施 し た 導 電 性 微 粒 子 １ ６ が 分 散 さ れ 、 ト ラ ン ス フ ァ ー 部 が 形 成 さ れ
て い る 。 な お 導 電 性 微 粒 子 １ ６ は 大 き さ を 誇 張 し て 図 示 さ れ て い る が 、 通 常 導 電 性 を 付 与
す る た め に 用 い ら れ る 程 度 の 大 き さ の も の を 用 い れ ば よ い 。 導 電 性 微 粒 子 １ ６ が 分 散 さ れ
た ト ラ ン ス フ ァ ー 部 構 造 に よ り 、 共 通 電 極 パ ッ ド １ ０ と 対 向 電 極 パ ッ ド １ ４ が 電 気 的 に 接
続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
な お 図 示 し な い が 、 画 素 電 極 ７ お よ び 対 向 電 極 １ ３ 上 に は 配 向 膜 が 形 成 さ れ 、 所 定 の 方 向
に ラ ビ ン グ さ れ て い る 。 ま た 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 ア レ イ 基 板 １ 、 お よ び カ ラ ー フ ィ
ル タ 基 板 １ １ の 外 面 側 に は そ れ ぞ れ 、 下 側 偏 光 板 １ ８ 、 お よ び 上 側 偏 光 板 １ ７ が 設 け ら れ
て い る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
ト ラ ン ス フ ァ ー 部 を 形 成 す る に は 、 ア レ イ 基 板 １ 上 の 共 通 電 極 パ ッ ド １ ０ に の み 選 択 的 に
、 樹 脂 ボ ー ル に 金 メ ッ キ を 施 し た 導 電 性 微 粒 子 １ ６ を 分 散 し た シ ー ル 樹 脂 １ ５ を 塗 布 す る
。 ま た 、 対 向 す る カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 １ １ 上 に は 、 導 電 性 微 粒 子 を 含 ま な い シ ー ル 樹 脂 １
５ を 画 素 電 極 ７ の 外 周 部 に 塗 布 す る 。 そ の 後 、 ア レ イ 基 板 １ と カ ラ ー フ ィ ル タ １ １ 基 板 を
貼 り 合 わ せ る こ と に よ り 、 導 電 性 微 粒 子 １ ６ を 介 し て 共 通 電 極 パ ッ ド １ ０ と 対 向 電 極 パ ッ
ド １ ４ と が 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
導 電 性 微 粒 子 １ ６ は 、 硬 化 し た シ ー ル 樹 脂 １ ５ 中 に 埋 没 さ れ る の で 、 液 晶 ２ １ 中 に 溶 出 す
る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ２ （ 図 １ の Ａ － Ａ 断 面 図 ） に 示 さ れ る よ う に 、 共 通 電 極 パ ッ ド １ ０ 及 び 対 向 電 極 パ ッ ド
１ ４ は 、 シ ー ル 樹 脂 １ ５ の 平 面 輪 郭 よ り も 小 さ く 形 成 さ れ て お り 、 シ ー ル 樹 脂 １ ５ の 外 側
に 露 出 す る こ と は な く 、 外 部 環 境 に 暴 露 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 実 施 の 形 態 に 基 づ く 構 成 の 液 晶 表 示 装 置 を ６ ０ ℃ ／ ９ ０ ％ の 湿 度 下 で 連 続 通 電 し た と こ
ろ 、 １ ０ ０ ０ 時 間 経 過 し た 後 も 、 共 通 電 極 パ ッ ド １ ０ 及 び 対 向 電 極 パ ッ ド １ ４ 部 分 に は 、
腐 食 は 発 生 し て い な い こ と が 確 認 さ れ た 。 一 方 従 来 構 成 の 液 晶 表 示 装 置 で は ２ ５ ０ 時 間 程
度 で 腐 食 が 発 生 し て い た の で 、 約 ４ 倍 程 度 耐 食 性 が 向 上 し た こ と を 確 認 で き た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
接 続 抵 抗 に つ い て も 、 初 期 及 び １ ０ ０ ０ 時 間 経 過 後 に お い て １ ０ Ω 以 下 と 安 定 し て お り 、
接 続 不 良 に よ る 表 示 異 常 は 見 ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 実 施 の 形 態 で は 、 ア レ イ 基 板 １ 上 の 共 通 電 極 パ ッ ド １ ０ 上 に 導 電 性 微 粒 子 １ ６ を 分 散 さ
せ た シ ー ル 樹 脂 １ ５ を 選 択 的 に 塗 布 し た 場 合 を 示 し た が 、 必 ず し も こ の 構 造 に 限 定 さ れ る
こ と な く 、 本 発 明 を 適 用 で き る 。 例 え ば 、 ア レ イ 基 板 １ の ソ ー ス 電 極 ３ ま た は ゲ ー ト 電 極
２ と 、 対 向 す る カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 １ １ の 対 向 電 極 １ ３ と の 間 に 電 気 的 短 絡 が 発 生 し な け
れ ば 、 導 電 性 微 粒 子 １ ６ を 分 散 さ せ た シ ー ル 樹 脂 １ ５ を 、 共 通 電 極 パ ッ ド １ ０ を 含 む よ う
に ア レ イ 基 板 １ の 全 周 、 ま た は 対 向 電 極 パ ッ ド １ ０ を 含 む よ う に カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 １ １
の 全 周 に 形 成 し て も 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 透 過 型 カ ラ ー Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ の 場 合 の 構 成 に つ い て 説 明 し た が
、 反 射 型 ま た は 半 透 過 型 カ ラ ー Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ で も 同 様 に 本 発 明 を 適 用 で き る 。 反 射 型 ま
た は 半 透 過 型 カ ラ ー Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ の 場 合 、 画 素 電 極 ７ お よ び 共 通 電 極 パ ッ ド １ ０ が ア ル
ミ ニ ュ ウ ム で 構 成 さ れ て お り 、 共 通 電 極 パ ッ ド １ ０ と 対 向 電 極 パ ッ ド １ ４ が そ れ ぞ れ ア ル
ミ ニ ュ ウ ム と Ｉ Ｔ Ｏ の 異 種 金 属 接 合 に な る 。 異 種 金 属 接 合 で は 、 活 性 化 エ ネ ル ギ ー 差 が 発
生 す る 為 に よ り 腐 食 が 発 生 し や す い 。 従 っ て 、 陽 極 腐 食 の 起 こ り や す い ア ル ミ ニ ュ ウ ム の
耐 食 性 を 、 本 発 明 の 構 成 に よ り 向 上 さ せ る こ と が 、 よ り 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 に よ れ ば 、 共 通 電 極 パ ッ ド と 対 向 電 極 パ ッ ド と が 対 向 す る 接 続 部 が
ア レ イ 基 板 ま た は カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 上 に 形 成 さ れ た シ ー ル 樹 脂 内 に 位 置 し て い る の で 、
共 通 電 極 パ ッ ド と 対 向 電 極 パ ッ ド の 耐 食 性 を 向 上 さ せ る こ と が 出 来 る 。 ま た シ ー ル 樹 脂 層
内 に 分 散 さ れ た 導 電 性 微 粒 子 を 介 し て 共 通 電 極 パ ッ ド と 対 向 電 極 パ ッ ド が 電 気 的 に 接 続 さ
れ て い る た め 、 導 電 性 微 粒 子 が 液 晶 中 に 溶 出 す る こ と を 抑 制 し て 、 低 抵 抗 で 安 定 し た 接 続
が 確 保 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 平 面 図
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 部 分 の 断 面 図
【 図 ３ 】 従 来 例 の 液 晶 表 示 装 置 の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
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１ 　 ア レ イ 基 板
２ 　 ゲ ー ト 電 極
３ 　 ソ ー ス 電 極
４ 　 層 間 絶 縁 膜
５ 　 ト ラ ン ジ ス タ
６ 　 層 間 絶 縁 膜
７ 　 画 素 電 極
８ 　 ド レ イ ン 電 極
９ 　 共 通 電 極
１ ０ 　 共 通 電 極 パ ッ ド
１ １ 　 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板
１ ２ 　 カ ラ ー フ ィ ル タ 層
１ ３ 　 対 向 電 極
１ ４ 　 対 向 電 極 パ ッ ド
１ ５ 　 シ ー ル 樹 脂
１ ６ 　 導 電 性 微 粒 子
１ ７ 　 上 側 偏 光 板
１ ８ 　 下 側 偏 光 板
１ ９ 　 ゲ ー ト 側 Ｌ Ｓ Ｉ
２ ０ 　 ソ ー ス 側 Ｌ Ｓ Ｉ
２ １ 　 液 晶
２ ２ 　 カ ー ボ ン ペ ー ス ト
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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